
工事名称 旧老人大学解体工事

工事場所 三原市館町二丁目

工事内容 旧老人大学校舎及び付属建物等の解体，解体跡地の外構整備，及び別敷地駐車場の工作物

の撤去を行う。

[工事概要]

・建築工事一式

　 1）建築物解体工事

　 2）外構解体工事

　 3）外構整備工事

　 4）外壁アスベスト塗材除去　外

・電気設備工事一式

   1)構内配電線路解体工事

   2)幹線設備解体工事

   3)電灯設備解体工事

   4）火災報知設備解体工事 外

・機械設備工事一式

   1)空調機器配管ダクト解体工事

   2)衛生設備解体工事

   3)ガス設備解体工事　外

準　　則 公共建築工事標準仕様書（最新版）,公共建築改修工事標準仕様書（最新版）,建築物解体工事

共通仕様書（最新版）に基づき施工する。

関係法令等 本工事については，次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法，同施行令，同施行規則

・消防法，同施行令

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律，同法施行令，同法施行規則

・労働安全衛生法，同法施行令，同法施行規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・石綿障害予防規則

・大気汚染防止法，振動規制法及び土壌汚染対策法

・建設工事に係る再資源化等に関する法律，同法施行令

・その他関係法令

疑義変更 　本設計図書は，設計の大要を示すものであり，詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも

完全に施工すること。

　施工に際して疑義を生じた場合，または軽微な変更を必要とする場合には，速やかに監理者と

協議し，監督員の指示により施工すること。ただし，これらに於いて請負金額の増減はなきものとする。

提出書類 　施工に先立ち，工事工程表，仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し，監督員の承認を

受けること。商品名及び製造者名が記載された材料については，当該商品又は同等品を使用する

ものとし，同等品を使用する場合は，監督員の承諾を受けるものとする。また，設計図書に定める品

特　記　仕　様　書
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質及び性能を有することの証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けるものとする。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後，令和4年3月28日をもって工期とする。このうち検査期間として

13日間を見込んでいる。

留意事項 ・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を行わ

　ない。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は，この限りではない。

・小学校関係者及び近隣住民等への支障を最小限とするため，騒音，振動及び粉塵等の対策については

　最大限配慮した施工方法を採用すること。

・騒音計，振動計，デジタル粉塵計を設置し常時監視し，小学校関係者及び地域住民へ十分に配慮の

　うえ作業を行うこと。

・工事中に粉塵の発生が予想される工種については，周辺の環境対策のため散水を確実に行うこと。

・工事用出入り口には誘導員を常時配置すること。

・工事期間中は付近の交通の安全を図ると共に，必要な場合には交通誘導員を配置し事故及び

　危険防止に努めること。

・交通誘導員について，実施数量が設計数量に満たない場合は設計変更（減額）の対象とする。

・交通誘導員は本工事で見込んでいる。

・周辺道路の保全及び清掃については，常に注意を払い定期的に清掃を行うこと。

・工事車両等により周辺の道路や敷地を汚した場合は，清掃を行なうこと。

・工事に支障を及ぼす雨水及び湧水等の排水については，ノッチタンクにより汚泥等の処理を行った

　うえ，適切に排水すること。

・沸水発生時は，ノッチタンクを準備し上水を放流すること。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のため，必要に応じて監督員の指示する範囲に，バリケード等を

　設置すること。

・本敷地内の近隣で工事が行われている場合は，取り合い工事及び工程等の調整を行うこと。

・台風等の強風が見込まれる場合，事前に足場等の養生シートを折りたたむなど対策を施すこと。

・工事車両の通行については児童や学校関係者の安全を最優先すること。

・工事に係る電気，水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・入札に先立ち現地調査を十分に行ない，質疑がある場合は入札前に確認すること。

・施工面積（外構工事含む）が3,000㎡以上の場合，土壌汚染対策法第4条第1項に規定する届け出を

　工事着手30日前までに所轄官庁へ提出すること。

・石綿含有建材の調査について，工事着手前までに書面及び目視調査を，一般建築物石綿含有建材調査

　者，特定建築物石綿含有建材調査者，またはこれらの者と同等以上の能力を有すると認められる者が行う

　こと。

・また，含有建材の調査結果を工事着手前までに発注者に対し説明を行うこと。

・その他石綿の飛散防止等については，改正大気汚染防止法及び施行令（令和３年４月１日施行）に基づく

　こと。

・本工事は，同一敷地内の小学校の授業及び運営等を継続しながら実施するものであり，児童をはじめと

　したや保護者や教職員，近隣住民等の安全はもとより，丁寧な説明と施工により，関係者の理解と

　協力を得ながら実施すること。

・道路使用等の手続きが必要な場合は，受注者の負担により遅滞なく行うこと。

・施工箇所周囲の備品，機器等については，養生及び清掃等を確実に行うこと。

・住民や学校の私物に養生や移動を行う場合は，事前に所有者に伝えること。

・図面に明示されていない事項であっても，工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・工事に伴い各種申請手数料等が発生した場合は受注者の負担とする。

・配筋検査は，受注者による自主検査を行ったうえ，監理者及び監督員による検査を受検すること。
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　なお，これらの検査は，種類，径及び数量については全数検査を行うこと。

・本工事の外注資材，労務等の調達については，極力，三原市内に主たる営業所を有する業者に

　発注すること。困難な場合は，あらかじめ，理由を添えて発注者の承認を受けること。

・受注者事務所，休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・工事完了後，完成図として製本図面（二つ折り・A3縮小版）を３部提出すること。

・以下の設計図面は，A2版をA3版に縮小している。（縮小率約70.7％）

・杭等の図面に無い地中構造物が発見された場合は測量を行い，位置や寸法の記録を完成図書に加え

　ること。
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Ａ２→Ａ３（７１％）

Ａ２→Ａ２（１００％）

図面番号

解体特記仕様書01

図　面　名　称

解体特記仕様書02

1/100

縮　尺 図面番号 図　面　名　称 縮　尺 図面番号 図　面　名　称 縮　尺 図面番号 図　面　名　称 縮　尺

1,2階平面図 1/150

3,PH階平面図

立面図

1/150

1/150

1/100

1/30

仕上表、建具表 1/100

1/500

1～3階天井伏図【参考図】

1～3階床伏図【参考図】

矩計図01【参考図】 1/30

中央階段詳細図【参考図】 1/50

東側階段詳細図【参考図】 1/50

便所詳細図、展開図【参考図】 1/30,50

教室平面詳細図【参考図】

教室展開図【参考図】 1/50

RA-01

RA-02

RA-03

RA-04

RA-05

RA-06

RA-07

RA-08

RA-09

RA-11

RA-10

RA-12

RA-13

RA-14

RA-15

RA-16

RA-17

RA-18

RA-19

RA-20

RA-21

RA-22

RA-23

RA-24

RA-25

RA-26

RA-27

RA-28

RA-29

RA-30

RA-31

RA-32

RA-33

RA-34 RE-05

RE-04

RE-03

RE-02

RE-01

RA-44

RA-43

RA-41

RA-40

RA-39

RA-38

RA-37

RA-36

RA-35 RE-06

RE-07

RE-08

RE-09

RE-10

RA-45 新設外構詳細図

新設渡り廊下平面図他

仮設計画図

1/300

1/30

1/300

1/300

1/100,30

1/40

E通り架構図【参考図】 1/40

I通り架構図【参考図】

B通り架構図【参考図】

階段配筋図【参考図】

ｽﾗﾌﾞ配筋図【参考図】

基礎詳細図02【参考図】

梁ﾘｽﾄ04【参考図】

梁ﾘｽﾄ03【参考図】

柱ﾘｽﾄ02【参考図】

基礎伏図02、各階梁伏図02【参考図】

A,K通り架構図【参考図】

G,I通り架構図【参考図】

ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄ01【参考図】

梁ﾘｽﾄ02【参考図】

梁ﾘｽﾄ01【参考図】

柱ﾘｽﾄ01【参考図】

基礎詳細図01【参考図】 1/30

1/30

1/30

1/30

1/30

1/50

1/50

1/100

1/30

1/30

1/30

1/40

1/50

1/30

1/40

1/40

R階梁伏図【参考図】 1/100

基礎伏図01、2,3階梁伏図【参考図】 1/100

1/10,50暖房用煙突詳細図【参考図】

空調換気設備3,PH階平面図

空調換気設備1,2階平面図

給排水設備3,PH階平面図

給排水設備1,2階平面図

機械設備配置図RM-01

RM-02

RM-03

RM-04

RM-05

RM-06 1/300

1/150

1/150

1/150

1/500

1/150

3,PH階弱電・防災設備図

1,2階弱電・防災設備図

3,PH階電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備図

1,2階電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備図

3,PH階幹線・動力設備図

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

RE-12

RE-11

1,2階幹線・動力設備図 1/150

電気設備配置図、陶芸小屋平面図 1/500,100

動力盤結線図

電灯盤結線図（1）

受変電設備図

電気盤結線図（2）

電気設備配置図2 1/300

工事概要、附近見取図、配置図 1/100,30

1/100,30

1/40

旧老人大学解体工事

別敷地看板等撤去位置図

樹木等外構撤去図

撤去渡り廊下平面図、立面図他

撤去自転車置場及び撤去陶芸小屋平面図、立面図他

撤去浄化槽図【参考図】

敷地利用図

RA-42

機械設備敷地利用計画図

※図面番号RA-02以降の工事名称については，図面番号RA-01の工事名称に読み替えるものとする。

撤去外構詳細図　改修渡り廊下図



※縮小率　A3版 70.7％
　　　　　A2版 100％　
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解体特記仕様書01

RA－01旧老人大学解体工事

・次の建設廃棄物は上記によるものを除き再資源化する

項目 特記事項

適用基準等１

設計図書の優先順位

３

特記事項項目特記事項項目

Ⅱ　解体工事仕様

　２　特記仕様

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

　　(3)項目欄に記載の（　　　）内番号は共通仕様書の当該項目を示す

(1)現場説明に対する質問回答書　(2)現場説明書　(3)特記仕様書　(4)図面　（5）共通仕様書

６

工事用車両の出入り等について当該工事関係者と十分調整し，工事の円滑な施工に努めること。

別契約の関連工事

５ 表示板の設置

４ 本工事は別契約の工事に施工上密接に関連するため，監督員の調整に協力すると共に，工程計画及び

　(１.１.３)

　(１.１.７)

　(１.１.４)

発生材の処理等７

　(１.３.１０)

　(４.１.３～４.５.１)

（3）小型二次電池

工事実績情報の登録

ス（CORINS）に基づき，登録（契約），途中変更，竣工，訂正時に工事実績情報として「工事実績データ

」を作成し，監督員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の「登録内容確認書」を

変更があった場合とする。

監督員に提出しなければならない。また，途中変更時の登録が必要な場合とは，工期の変更，技術者の

Ⅰ
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般
　
共
　
通
　
事
　
項

２

　（・建設発生土　・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材）

（1）建設リサイクル法による特定建設資材廃棄物及び建設発生土

（2）金属類

・その他建設廃棄物の再資源化　　＊無し　・有り（・蛍光ランプ,HDランプ　・硬質塩化ビニル管,継手）

・指定建設資材廃棄物（木材が廃棄物となったもの）の縮減　　　＊無し　　・有り

・再資源化された建設廃棄物の現場での利用　　＊無し　　・有り（　　　　　　　　　　　）

・産業廃棄物広域認定制度の適用　　＊無し　　　・有り（　　　　　　　　　　）

・処理に注意を要する建設廃棄物　　＊無し　　・有り（・CCA処理木材　・ひ素，ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）
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般
　
共
　
通
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共
　
通
　
事
　
項

・引渡しを要するもの（・PCBを含む機器類，PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材，　　　　　　　　　　　　　　　）

ア．暴力団等から不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という）を受けた場合はその旨を直ちに発注者に報告し,所轄の警察署に届出ること。

イ．発注者及び所轄の警察署と協力して,不当介入の排除対策を講じること。

ウ．排除対策を講じたにも拘らず,工期に遅れが生じるおそれがある場合は,発注者と工程に関する協議を行うこと。

エ．発注者と工程に関する協議を行った結果,工期に遅れが生じると認められた場合は,約款第２１条の規定により,発注者に工期延長の請求を

　　行うこと。

オ．暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は,その旨を直ちに報告し,被害届を速やかに所轄の警察署に提出すること。

(1)建物解体･撤去工事一式（内訳は別図による）

カ．当該被害により,工期に遅れが生じるおそれがある場合は,発注者と工程に関する協議を行うこと。

　　その結果,工期に遅れが生じると認められた場合は,約款第２１条の規定により,発注者に工期延長の請求を行うこと。

ア　工事に際し，工事関係者以外の第三者の生命，身体及び財産の危害，並びに迷惑を防止するために必要な措置をとること。

イ　上記について，「建設工事公衆災害防止要綱（平成５年１月１２日付　建設事務次官通達）」に基づき実施すること。

工事に際し，隣接建物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと。

(2)解体仕様書で「特記がなければ，」以下に具体的な材料・品質性能・工法検査方法等を明示している場合において，それらが，関係法令等

　（条例含む）に抵触する場合には，関係法令等の遵守（1.1.13）を優先する。

　・ 公共事業労務費調査……工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

(1)項目は番号に○印のついたものを適用する。

(2)特記事項は○印のついたものを適用する。

　○印のつかない場合は＊印のついたものを適用する。

　○印と＊印がついた場合は○印のついたものを適用する。

　○印と＊印がついた場合は，共に適用する。

(1)この工事の施工に際し，やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請け負わせようとする場合は，原則として広島県内に主たる

　営業所・本店を有する業者に発注するものとする。

 ＊建設工事公衆災害防止対策要綱　＊建設副産物適正処理実施要領（広島県土木局制定）

 ＊建築工事安全施工技術指針　　　＊再生資源利用促進実施要領（広島県土木局制定）

現場の見えやすい位置に，監督員が指示する次の表示板及び建設業法その他法令等に定める表示板を

掲げること。　　＊工事名等の表示板（900mm×600mm）

１ 事前措置 （1）給水管，ガス管，電気ケーブル，下水道等の供給管等の切断及び桝，配管等の撤去は本工事に含む。

　①　配管等の切断及び汚水管，排水管等の末端処理については，供給者と事前に協議すること。

　②　水道，ガス，下水等の切断位置等は木杭等で明示する。また，記録を残し監督員に提出する。

　③　配管等の切断位置や，切り回し必要箇所等は図示による。

（2）落下するおそれのある付属物は撤去すること。

（3）解体に際して周辺環境に害虫等による影響が予想される場合は駆除等を行う。

（4）電気設備のコンデンサ等は残留電荷の確認を行い，必要に応じて放電する。

（5）衛生器具等は，十分に洗浄を行い，汚水，汚物等による異臭の発生を防止する。

（6）浄化槽，排水槽等の解体に係る汚水及び汚物等の残留物は，施設管理者が回収，洗浄等を行うため，

時期等について協議すること　

Ⅲ
　
解
体
施
工

　(３.２.１)

受注者は，受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について，工事実績情報サービ

工事工程表

施工計画書９

　(１.２.１)

　(１.２.２)

施工条件 (1)作業時間は，原則午前８時半から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。１０

限りではない。

(2)日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，この

　なお，時間変更する必要がある場合は監督員の承諾を受けること　(１.３.５)

件が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んで

いる。従って，正当な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。^m

　県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理すること。^m

　なお，本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。^m

　検査期間としての１４日間を含んだ工程とし，工事全体を把握して作成し，監督員の承諾を受ける。

　建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に，建設副産物適正処理実施要領

　に基づき事前調査のうえ，事故防止及び環境保全に十分配慮した解体工法並びに建設廃棄物の処理等に

　について具体的に定めた施工計画書を作成し，あらかじめ監督員に提出し承諾を得ること。

　（仮設計画，安全･環境対策，工程計画，解体計画，発生材の処分計画）

(5)作業現場には，労働安全衛生法に基づく作業主任者等を置き，作業の安全管理に努めること。

安全確保１１

　(１.３.６～１.３.８） 　周囲の建物，通行者等に損傷を与えないように注意して，工事施工をすること。なお，万一損傷が生

箇所及び児童の通学路と重複する箇所には、誘導員を配置する等の措置を講じること。^m

　低騒音型・低振動型建設機械の使用（近接住民の生活環境の保全の必要性がある場合）

(2)工事中は、騒音、振動の発生、粉塵の飛散（散水）、道路の汚染等の防止に努めること。

(3)歩行者等の通行に支障を生じないよう誘導員を配置し適切な処置を講じること。特に道路幅の狭い

(4)ダンプトラック等による過積載の防止を図ること。

①つり足場（ゴンドラのつり足場を除く），張出し足場又は高さ５ｍ以上の構造の足場の組立て，解体

　を行う場合，コンクリート造又は鉄骨造の工作物（その高さが５ｍ以上のもの）の解体作業を行う場

　合は，労働安全衛生法第１４条に基づく技能講習を終了したものとする。

②木造建築物の解体作業を行う場合は，平成３年１月２１日付け基発第３９号「安全衛生教育の推進に

　ついて」及び平成元年９月５日付け基発第４８５号「木造建築物の解体工事の作業指揮者に対する安

　全教育について」に基づく安全教育を終了した者とする。

(3)その他図示による

８

　市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処理施設にあっては，廃

棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で処理すること。ただし,建設廃棄物が,破砕等（選

別を含む)により,有用物となった場合,その用途に応じて適切に処理するものとする。(原則，県内処分)

(1)受注者は，現場代理人を工事現場に常駐させ，工事現場内外及び下請け業者の管理を十分に行い，

　じた場合は，受注者の責任において処理すること。

工事の記録

(2)工事中写真

　(１.２.３)

１２

(1)工程写真

下記のものを監督職員に提出する。工事中写真の撮影は「営繕工事写真作成要領」によるものとする。

　工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告書に

　添付するものとする。

１８

１７

１ 騒音・粉塵等の対策

（仮囲い等の安全施設） ・解体工事着手前に建物周囲に次の騒音・粉塵等の対策を行う。

　（・防音パネル　　＊防音シート　　・メッシュ金網，養生シート　）

・防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲及び高さ等

・解体工事着手前に工事対象区域内に仮囲い（・H＝　　　　　　　　　　・図示　）を設置すること。

　（＊建物全周囲に建物高さ以上　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示　　　）

Ⅱ
　
仮
設
工
事

　(２.２.１)

基発第0424001号）により，「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり，中さん

及び幅木の機能を有する足場とし，足場の組立て，解体又は変更の作業は，「手すり先行工法による足

場の組立てに関する基準」の２の(2)又は(3)の方式により行うこと。

　枠組み足場を設ける場合は，「手すり先行工法に関するガイドライン」(厚生労働省平成21年4月24日

　また，上記足場の設置や点検等については，労働安全衛生規則を遵守して実施すること。

２　工事場所

１　工事名称

Ⅰ　工事概要

３　構造・規模

４　工事種目

　５　別途工事

６　不当要求又は工事妨害の排除について

７　公衆災害防止措置

８　現状復旧

９　その他

(1)本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市（広島市，呉市，福山

(2)本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記(4)に掲げる施設のうち受入条

(3)本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については，広島

埋設物等の報告 工事の施工に当たり，図面にない地下構造物，埋設配管等を発見した場合は，直ちにその状況を監督員

に報告すること。

全般的な解体工事の状況，建設副産物処理及び事前措置，解体手順の各段階における施工が完了した

なお，基礎や地下構造物等の撤去については，撤去物の全般に亘り，その位置・深さが明確に分かり

１６ 工程報告 期間別工事工程報告書を毎月２回１部提出すること。

１５ 中間技術検査

　（2）工事に関して，第三者から説明の要求又は苦情があった場合は，直ちに誠意をもって対応する。

　（1）地域住民等と工事の施工上必要な折衝をおこなうものとし，あらかじめその概要を報告する。

工事施工に当っての近隣との折衝は次による。また，経過について記録し，遅滞なく監督員に報告する。１４ 近隣との折衝

　(１.３.３～１.３.４)

１３ 電気保安技術者等

・電気保安技術者　　＊適用しない　　　・適用する

工事用電力設備の保安責任者として関係法令等に基づく有資格者を定め，監督員に報告する

工事写真のネガは工事完成後，受注者において２年間保管すること。

(5)保管　

　隣接建物等に損傷の恐れがある場合は,施工前,施工後の写真を監督員の指示により提出すること。

(4)その他の写真

（表紙,背表紙に監督員の指示により工事名称等を印字すること)

　（規格・提出部数）　・A4版クリアファイル　部　・A4版写真台紙　部　・アルバム　部

（写真規格）　・カラーサービス版　　・カラーキャビネ版　　　・　　

　（撮影箇所）　監督員が指示する箇所

着工前及び完了時の状況を同一方向から撮影したものを提出すること。

(3)完成写真

撤去前と撤去後の状況が確認できる写真とすること。

にまとめて完成検査日までに１部提出するものとする。

終了後では確認できない事項，その他監督員が指示する箇所は,A4版写真台紙（カラー・サービス版）

写真，水中又は地下に埋設される部分,分別解体を行っていることが確認できる状況写真，その他工事

地下埋設物調査 ・行わない

・行う　図示する範囲内において，整地前に敷地境界から２ｍの距離を置き，幅１ｍ，深さ1.5ｍで，

３ｍ間隔で掘削調査を行う。

箇所については，検査員の指示による。

なお，試掘は建築物１棟ごとに１箇所以上，外構（排水施設，舗装等）で１箇所以上行い，試掘する

　・人力掘削

　＊機械掘削

 地中に解体撤去すべき工作物等がないことを確認するため，完成検査時に次の方法により試掘を行う。

 するとともに，電子成果品（ＣＤ－Ｒ等）を１部提出すること。

残置及び設置工作物等，工事完了時に敷地内に存する物（埋設物も含む）の種類，位置及び供給管の切

基づき処理を行うこと。また，工事完了後に管理票の写しを提出すること。

特定家庭用機器再商品化法（平成10年6月5日法律第97号）に指定する機械機器を処分する場合は，同法に

には，調査に協力すること。

竣工後，発注者からかし担保調査（建設工事請負契約約款第41条に定める期間内）の連絡があった場合

２２ 試掘

２１ しゅん功図

機器の処分

家電リサイクル法対象２０

１９ かし担保調査

官公署その他への届出手続等

RC造3階建て 延べ面積1,589.9㎡外

1

三原市館町2丁目

無し

　　共通仕様書・同解説」（平成31年版）（「解体仕様書」という。）による。

　(１.３.６)

　(１.５.４)

断箇所等の今後当該敷地を管理していく上で必要な事項を明記した配置図を作成し，Ａ３版で２部提出

・騒音・振動計を設置すること。（設置箇所は監督員の指示による）

(3)本工事の場合には工事中下記に示す調査を行うため，建築課より連絡があれば対応すること。

工事の着手，施工，完成に当たり，関係機関への必要な手続等（建物除却届）を遅滞なく行うこと。

また、これらの手続等を行うに当っては，届出内容についてあらかじめ監督員に報告すること。なお、

手続き等に要するする費用は受注者の負担とする。

　　・（　　　　　）作業期間　　（　　）人／日

　　＊大型車両進入時　　（　　）人／日1

　配置計画

＊配置する　　・配置しない交通誘導員４

３ 監督員事務所 　(２.３.１) ＊設けない　　　・設ける（　　　　　㎡程度）備品類等は監督員の指示を受けて設置すること。

ポンプ運転に要した電力使用量は，受注者の負担とする。

原則，既設給水管設備は利用できない。ただし，利用可能な場合は，水道料金及び使用水量に応じ工事用水２

・仮設照明を設置すること。（設置箇所は監督員の指示による）

・仮設鉄板敷きを行うこと。（設置箇所は監督員の指示による）

・ﾀｲﾔ洗浄用のﾊｲｳｵｯｼｬ-を設置すること。（設置箇所は監督員の指示による）

・汚水処理用ﾉｯﾁﾀﾝｸ、水中ﾎﾟﾝﾌﾟを設置すること。（設置箇所は監督員の指示による）

・汚水を敷地外へ垂れ流さないこと。

・行わない　　　*行う（回数及び時期については監督員の指示による。）

２　　・常時配置　　　　　（　　）人／日

旧老人大学解体工事
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解体特記仕様書02

旧三原市老人大学校舎解体工事 RA－02

（７．３．１）

（５．１．２）

　(３.９.１～３.９.２)

目を示す

仕様書（建築工事編）の該当項

＜９．１．２＞

＜９．１．１＞

＜　＞は公共建築改修工事標準

＜９．１．１＞

アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については，工事に相応した技術を有すること

２

　　③　残置する杭頭は，キャップ等で被いコンクリートを打設すること。

　　②　残置杭の中，杭の破砕跡は，現場発生の良質土で埋め戻すこと

　　　写真と共に監督員に提出する。

　　①　杭を残置する場合は，杭の種別・杭径，杭の位置，杭頂部高さ，深さ等の記録を整備し，

杭，基礎等Ⅲ
　
解
　
体
　
施
　
工

（５．４．４）

（３．３．１）

によって判明した箇所も，処分方法等を監督員と協議し，同様に処分すること。

回収及び処分の必要な特殊な建設副産物は，関係法令に従い適切に回収・処分すること。又，施工調査

ＰＣＢ含有シーリング材の分析調査及び撤去は次による。

事前調査対象機器は次による。

廃石綿等の処理は，次章Ⅴ「アスベスト含有建材の除去等」による。

判明した箇所も，処分方法等を監督員と協議し，同様に処分すること。

処分等の必要な特別管理産業廃棄物は，関係法令に従い適切に処分すること。又，施工調査によって，

・特別管理産業廃棄物　①廃石綿等　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　））

適切に処理すること。また，下記については施工調査結果と共に調査結果（調書）に反映させること

（2）発注者による調査（発注者調査）で判明している特別管理産業廃棄物等は次のとおりであり，

監督員に提出する。

る。これらについて，設計図書及び目視により，施工調査を実施し調査結果を調書に取りまとめ，

（1）特別管理産業廃棄物等とは，特別管理産業廃棄物及び特殊な建設副産物をいい，その種類は次によ

監督員と協議するものとする。

　なお，工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により，上記の仕様に拠り難い場合は，

を見込んでいる。したがって，正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用は変更しない。

が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント又は建設発生土受入れ地（一時たい積を含む）

いずれかに搬出するものとする。また，搬出先として，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計

＊当該工事により発生する建設発生土は，「建設発生土処分先一覧表」に掲載されている施設の

・当該工事により発生する建設発生土は，次の公の関与する埋立地に搬出するものとする。

　＊有り（図示による）　　・無し

（2）樹木等の伐採伐根及び移植　

（1）アスファルトコンクリート及びコンクリート等の解体は本工事とし，分別解体する。　

解体仕様書解体手順における（１）解体設備は図示又はリストによる。　

・

・　　　

６

５

４

・分析調査箇所数（　計　　　　箇所）　分析調査箇所　　　*図示

ＰＣＢ含有シーリング材

・撤去範囲は，次のとおりとし，ＰＣＢ含有シーリング材はＰＣＢが飛散しないように適当な容器に

　　納め，適切な場所に保管し，調書を作成の上，合わせて監督員に引渡すこと。

　　（・図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回収及び処分

特殊な建設副産物の

　　　　　　　　　　　④廃油　（＊無　・有（熱源の残油（オイルタンク及び配管内含む）

　　　　　　　　　　　　・ルームエアコンディショナーの冷媒　）　

　　　　　　　　　　　④特定化学物質等　　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　③六ふっ化硫黄(SF6)　　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　②放射性物質　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　））　

・特殊な建設副産物　　①フロン等の特定物質　（＊無　・有（・パッケージ型空気調和機の冷媒　

２特別管理産業廃棄物の

処分等

廃石綿等３

　　　　　　　　　　　⑤廃酸，廃アルカリ　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　③ＰＣＢ含有シーリング　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　②ＰＣＢを含む機器類　（＊無　　・有（　　　　　　　　　　　））

解体手順３

４

Ⅴ
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
等

構内舗装等

　　　　　搬出場所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の公の関与する埋立地

１施工調査

　特別管理産業廃棄物　・廃石綿等　・ＰＣＢを含む機器類　・ＰＣＢ含有シーリング材　・廃油　

　　　　　　　　　　　・廃酸，廃アルカリ　

　特殊な建設副産物　　・フロン，ハロン等の特定物質　・放射性物質　・六ふっ化硫黄（SF6）　

　　　　　　　　　　　・特定化学物質等　

Ⅳ
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
等

＊負圧・除じん装置の排出口（　点）･･･除じん装置の性能確認

＊セキュリティーゾーン入口（　点）･･･空気の流れを確認

・施工区画周辺又は敷地境界（　点）

＊処理作業室内（　点）

（2）処理作業中

（3）処理作業後（離隔シート撤去前）

・施工区画周辺又は敷地境界（　点）

・処理作業室内（　点）

・施工区画周辺又は敷地境界（　点）

・処理作業室内（　点）

（1）処理作業前

　測定点の取り方

（8）適用基準等

（7）官公署その他への手続き

（6）保護具・保護衣

（5）表示及び掲示

（4）施工計画書

（3）除去作業者

　（ただし，アスベスト含有成形板の処理工事を除く。）

　者のうちから，アスベスト作業主任者を選任し，管理させること

①石綿作業主任者技術講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者技能講習を修了した

（2）作業主任者及び特別管理産業廃棄物管理責任者

を証明する資料を監督職員に提出すること。

（1）専門工事業者

＊「建設・解体工事に伴うアスベスト廃棄物処理に関する技術指針・同解説」

④その他，各自治体の条例又は要綱等により義務付けられている届出

③大気汚染防止法の特定粉じん排出等作業実施届出（都道府県知事）

②「石綿則」第５条第１項の規定による作業届（労働基準監督署）

①労働安全衛生法の吹付け石綿除去作業の工事計画届（労働基準監督署）

　（特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書等）

②監督職員の現場作業の立入確認のため，保護具，保護衣を一式現場に備える。

①作業者は，作業内容に応じた呼吸用保護具，保護めがねを使用するとともにアスベストが付着し

　にくく，付着したアスベストが容易に除去できる作業衣又は保護衣を着用する。

③「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への届出内容，粉じん飛散抑制

②アスベストの有害性，取扱い上の注意事項，使用すべき保護具の掲示を行う。

①アスベスト作業主任者名と職務内容，関係者以外立入禁止，喫煙・飲食の禁止，アスベスト除去

　措置，ばく露防止措置等）」を周辺住民の見やすい場所に掲示する。

　作業中等の表示を行う。

調査等の結果に基づき作成し，監督職員の承諾を受けること。

施工に先立ち，処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工計画書を施工

，肺機能に異常がない者とする。

とする。また，除去作業者は，一般健康診断，石綿健康診断，じん肺健康診断を受診した者とし

規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下「石綿則」という。）に基づく特別の教育を受けた者

アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石綿障害予防

②排出事業者は，特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有する者を選任し管理させること。

除去工事共通事項３

＊アスベスト粉じん濃度測定を行い，記録し監督職員に報告する。

分析方法　*JIS　A1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による定性分析

・アスベスト含有分析調査（　*不要　・必要（内容は下記による）　）

（4）施工範囲と工事管理区分の確認

（3）使用数量の確認

（2）種別，厚さ等の確認

（1）使用部位の確認

めて監督員に提出する。

目視及び設計図書等により，あらかじめ事前に次の事項について施工調査を行い，調査結果をとりまと

測定

アスベスト粉じん濃度２

特記事項

１施工調査

項目 特記事項 項目

測定方法は，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版による。

項目

（３．１１．１）

建設発生土 ＊場外指示の場所に処分　・場外搬出適切処理　・場外指示の場所に敷き均し

・場内指示の場所に堆積

整地・埋戻し・盛土

（３．１３．１）

（1）解体撤去後の跡地は整地（整地厚１０cm程度）すること。（なお盛土する場合は図示による）　

・持ち込み土（山砂の類） ・現場発生の良質土 ・他現場の現場発生良質土 ・再生コンクリート砂

・リサイクルプラントが販売する処理土

（2）土砂流出の恐れのある部分は，土のう等で処置すること。　

６

７

５地下埋設物及び埋設配管

（３．１２．１）

（1）地下埋設物及び地下配管の解体は、特記による。

（2）地下埋設物及び地下配管は、分別解体する。

（５．３．１）

（５．４．１）

ＰＣＢ含有機器類

（５．４．１）

（６．１．４）

（６．２．１～６．２．８）

（６．１．３）

（1）基礎の解体撤去は、騒音・振動等に配慮して分別解体をすること。

４アスベスト含有吹き付け

材の除去

（６．３．１～６．３．４）

＜９．１．３＞

（1）作業場の隔離，養生等（6.3.1）

①除去に伴いアスベストの作業場から外部への飛散防止及び処理を行わない他の部位への汚染を

　防止するため，プラスティックシート等を用いて隔離する。

②隔離した作業場内は，HEPAフィルターを備えた負圧除じん装置により，常時負圧を保つ

③隔離した作業場内への出入りによるアスベスト粉じんの二次汚染を防止するため，前室，洗浄

　室及び更衣室の３室で構成するセキュリティーゾーンを設置する。

④更衣室には洗眼又はうがいの設備を設ける。ただし，現場内の他の場所にこれら設備を設ける

　場合はこの限りではない。

⑤洗浄室にはエアシャワー設備又は温水シャワー設備を設ける。

　⑥除去物の処理（6.3.2）

　＊密封処理（二重袋梱包）　・セメント固化

＊図面による　　・共通仕様書による

（2）除去工法（6.3.2）

　施工場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（3）除去したアスベスト等の保管，運搬，処分等（6.3.3）

①除去したアスベスト含有吹き付け材等を搬出するまでの間，現場に保管する場合は，一定の保管

　場所を定め，シートで覆う等飛散防止措置を講ずる。また，アスベスト等の保管場所であること

　の表示を行う。また，当該工事により発生するアスベスト含有吹付け材等の飛散性アスベストの

　処分は下記による。

　＊環境大臣認定の溶融による無害化処理

　・固型化,薬剤による安定化等を行い,耐水性の材料で二重にこん包したものを管理型処分場に埋立

　なお，工事発注後に明らかになったやむをえない事情により，上記の指定によりがたい場合は，

　監督員と協議すること。

②アスベストを廃棄物として排出した時は，その都度，排出量と処理先を監督職員に報告するとと

　ともに，産業廃棄物管理票（マニュフェスト）の写しを添付した廃棄物処理報告書を提出する。

（4）確認及び後片付け（6.3.4）

①除去作業が終了後，高性能真空掃除機で床等の清掃を行う。

②監督職員の立会いのうえで，除去及び封じ込め等が十分行われたかを，目視により確認する。

③養生用のプラスティックシートに付着した粉じんの再飛散を防止するために，シート全面に

　粉じん飛散抑制剤を散布する。

④壁面等の養生用のプラスティックシートの撤去は，負圧除じん装置を十分に吸引・ろ過した時点

　又は粉じん飛散抑制剤吹付け後，沈降した時点で行う。　なお，シートは，取り外して粉じん付

　着面を内側にして折りたたみ，プラスティック袋に入れる。

⑤養生を行っていない足場，仮設材を清掃した後に解体搬出する。

⑥床養生用プラスティックシートは，粉じん付着面を内側にして折りたたみ，プラスティック袋に

　入れる。

⑦養生用のプラスティックシート等の廃棄物は，４（1）⑥により処理等を行う。

⑧後片付け終了後は，高性能真空掃除機で床等の清掃をする。

５アスベスト含有保温材等

の除去

（６．４．１～６．４．５）

＜９．１．４＞

（1）養生等（6.4.2）

①アスベスト含有保温材等の除去に伴い，アスベストの作業場から外部への飛散防止のため，養生シ

　ート等を用いて囲う。

　※作業場の隔離を行う場合は，４「アスベスト含有吹き付け材の除去」を適用する。

（2）除去工法（6.4.3）

　＊粉じん飛散抑制剤により湿潤化した後に手ばらし　・アスベスト含有吹き付け材の除去による

　　除去物の処理　（＊密封処理（二重袋梱包）　・セメント固化）

（3）除去したアスベスト等の保管，運搬，処分等（6.4.4）

４「アスベスト含有吹き付け材の除去」(3)除去したアスベスト等の保管，運搬，処分等による

（4）確認及び後片付け（6.4.5）

除去作業が終了後，高性能真空掃除機で床等を清掃し，監督員立会いのうえで，除去が十分行われ

ていることを目視により確認する。

６アスベスト含有成形板の

除去

（６．５．１～６．５．５）

（1）養生等（6.5.2）

アスベスト含有成形板の除去に伴い，アスベストの作業場から外部への飛散防止のため，養生シ

ート等を用いて囲う。

（2）除去工法（6.5.3）＜９．１．５＞

　十分に湿潤化した状態で作業を行う。

　　粉じんの飛散防止に努める。

③破砕されたアスベスト含有成形板は，湿潤化のうえ，丈夫なプラスティック袋に入れる等飛散

　防止の措置を講ずる。

（3）除去したアスベスト等の保管，運搬，処分等（6.5.4）

①処分は原型のまま埋立処分とし，それにより難い場合は，監督員と協議する。

②除去したアスベスト含有成形板を現場に保管する場合は，一定の保管場所を定め，他の廃棄物

　と分別して保管するものとし，シートで覆う等飛散防止措置を講ずる。また，保管場所には，

　アスベスト等の保管場所であることの表示を行う。

③アスベスト含有成形板の運搬に当たっては，運搬車輌の荷台全体をシート等で覆い，飛散防止に

　努める。

（4）確認及び後片付け（6.5.5）

除去作業が終了後，高性能真空掃除機で床等を清掃し，監督員立会いのうえで，除去が十分行われ

ていることを目視により確認する。

（2）杭の解体　　・なし　・残置させる　・解体する（・引き抜き工法　　・破砕工法　）

（1）除去工法

石綿障害予防規則（平成一七年二月二十四日厚生労働省令第二十一号）第６条による措置と同等以

上の効果を有する措置とされる工法

アスベスト含有仕上塗材

の除去
７

・剥離剤併用高圧水栓工法（30～50MPa程度）

・剥離剤併用超高圧水栓工法（100MPa以上）

・剥離剤併用超音波ｹﾚﾝ工法

（2）除去対象範囲

（3）作業場の隔離

（4）試験施工

※図示

※行わない　　・行う

（5）除去したｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上塗材の処分

　・埋立処分（管理型最終処分場）　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・行わない　　※行う（負圧不要）

負圧隔離養生集塵機付きディスクグラインダーケレン工法同等の効果を有する工法
・コンステックAGバブルシステム工法，

２分析必要部屋名等（　*図示　　　　　　　　）　分析必要箇所（　　　　　　箇所）

②除去したアスベスト含有成形板の集積及び積込みに当たっては，高所より落下しないことの他，

①原則，薬液等により湿潤化した後に手ばらしで行い，やむを得ず破壊しなければならない場合は

②　作業場の隔離　（*行う　　・行わない）

　　作業場の隔離を行わないことができる。

　※アスベスト含有保温材等の除去にあたり，掻き落し・破砕・切断によらない方法の場合は，

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上塗材



※縮小率　A3版 70.7％
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附近見取図

工事概要 特記事項

(1)足場、窓開口部等をﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼ-ﾄで養生を行う。

・足場床は0.15mm厚のﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼ-ﾄを一重に敷く。

・天井は0.15mm厚のﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼ-ﾄを張る。

・窓開口部等は0.1mm厚のﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼ-ﾄを一重に張る。

・開口部・天井は両面式の接着ｼ-ﾄを使用するが、剥離しやすい場合はｽﾌﾟﾚ-式接着剤等

を使用し、場合により桟木等で釘止めをする。

ｱｽﾍﾞｽﾄの除去は解体特記仕様書02（図番RA-02）のⅤ-6による。

・建築物本館及び付随する渡り廊下の解体撤去。

・陶芸小屋の解体撤去。

・自転車置場の解体撤去。

・植栽の伐採及び伐根。

・ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置の移設。

・花壇及び足洗い場の解体撤去。

2.校舎棟の各教室に設けられた暖房用煙突にｱｽﾍﾞｽﾄの含有の可能性がある。・駐車場の整備及び花壇、砂場、ﾌｪﾝｽの設置。

・解体撤去部分の敷地の切土整地。

・解体建物周りの機械・空調・衛生設備機器の各種不要となる埋設

配管類は分別撤去処分をすること。

・浄化槽の上部解体撤去・埋戻し。

(2)除去工法
・コンステックAGバブルシステム工法，負圧隔離装置付きディスクグラインダー
　ケレン工法同等の効果を有する工法により除去する。

1.校舎棟の外壁・軒裏仕上材にｱｽﾍﾞｽﾄが検出された。ｱｽﾍﾞｽﾄ撤去は下記要領（同等）
　による。

・床（最下段）は0.15mm厚のﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼ-ﾄを1枚敷き、目地をずらして二重に敷く。
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受変電設備図

配電盤リスト （ＴＲ－１） 配電盤リスト （ＴＲ－２）

ＭＣＢＭＣＢ幹線 　容量 　容量幹線負  荷  名  称 備　考 負  荷  名  称 配 線 サ イ ズ 備　考配 線 サ イ ズ
名称 ＡＦ（KVA） ＡＦ名称 (ＫＷ) ＰＰ ＡＴＡＴ

５０

３

３

３

３

３

３

３

２ ２０

２ ５０ ２０

３ ２２５

２２５３

３

２ ５０ ２０

制御電源

所内電源

警報電源

中校舎

南校舎・体育館

プール

２

２２５

２２５

３０

２０５０

１００

２０

３ 消火栓ポンプ電源 赤色箱内耐熱ﾌﾞﾚｰｶｰ

Ｐ－３－４

プール・動力・空調

Ｐ－２

特別支援教室（空調）

Ｐ－１

３０

３ ３０

キュービクル（　２　面体）

屋内型　高圧キユービクル姿図・仕様

３Ｍ－１

Ｐ－１

消火

予備

P-3-4

Ｐ－２

Ｍ－２

３０

３０

１００

１００

３

ＥＶ

特別

高圧受変電設備系統図

記  号 名          称 備    考

真空しゃ断器（手動バネ・作式）コンデンサトリップＶＣＢ

断路器ＤＳ

気中負荷開閉器 柱上型ＰＡＳ

高圧カットアウトスイッチＰＣ

配線用しゃ断器ＭＣＢ

コンデンサ型零相電圧検出器ＺＰＤ

計器用変圧器 モールド型ＰＴ

ＣＴ モールド型計器用変流器

零相変流器ＺＣＴ

油入自冷式ＴＲ 変圧器器

進相コンデンサＳＣ

避雷器ＬＡ

トリップコイルＴＣ

放電抵抗ＤＲ

電力ヒューズＰＦ

栓形ヒューズＦ

ケーブルスイッチＣＨ

ＴＳ タンブラスイッチ

電圧計切換スイッチ

電流計切換スイッチ

過電流継電器ＯＣ

地絡方向性継電器ＤＧ

低圧地絡継電器ＬＧＲ

Ａ 電流計

Ｖ 電圧計

Ｗ 電力計

力率計

電力量計器

２１０Ｖ

EP EA,DEC EB
605.5 605.5

ＣＨ

ＶＣＴ

制 所 警 L2L1 L3 L4 M1 予 消

３

ＬＧ

特EVP2M2 P1P34LG

RSTRT

Ｖ Ａ
x3 x3Ｆx2

Ｖ Ａ
x3 x3Ｆx2

ED
60

Ｖ Ａ
x3 x3

5A5A

XS2-110-995-00-11
マルチ指示計　MMR

マルチ指示計　MMT1
XS2-110-995-00-11

マルチ指示計　MMT2
XS2-110-995-00-11

各ＥＡアースより

（１Φ３Ｗ）（トップランナー）

６．６ＫＶ／
２１０Ｖ－１０５Ｖ

ＴＲ１

　５０ＫＶＡ

油入自冷式

（３Φ３Ｗ）

６．６ＫＶ／
　５０ＫＶＡ

（トップランナー）
ＴＲ２

油入自冷式

ＥＡ５．５ｓｑ

ＥＡ５．５ｓｑ

ＥＡ５．５ｓｑ

ＷＨ

ＰＣｘ２　Ｔ１
７．２ＫＶ３０Ａ
Ｆ１５Ａ１．５KA
テンション

７．２ＫＶ３０Ａ

テンション

ＰＣｘ３　Ｔ２

Ｆ１０Ａ１．５KA

ED2sq
5A

PF Fx2

7.2KV 40KA
6600/110V
VTx2 50VA

絶縁バリア付
PF=G30A  40KA
７．２ＫＶ２００Ａ
ＬＢＳ３Ｐ

ZCT
11

EL 1
ZCT
12

CTx2
200/5A300/5A

CTx2

LC1   3φ
１８Ｋｖａｒ
L=6% 220V
ＤＣＲ・警報接点付
リアクトル内臓
乾式自冷式

EAアースへ

隔壁（赤色）

ＣＨ

３φ３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ

ＰＡＳ
７．２ＫＶ
LA,VT,ZCT,ZPC内臓

ＤＧＲ
６ＫＶ　ＣＶＴ３８ｓｑ－３Ｃ

ＧＲ０１
ＧＲ０２

KR
GRR

X1
X2

※２

各ＥＤアースより

ＥＢ

１０１

１０２

１０３

１０４

　※　３

　※　２

　※　４

５０

照明電源（陶芸小屋）  VVF2.6-2C

  CVT8sq

  CVT100sq

  CVT100sq

１２５

６０

１２５

１２５ ７５

１２５

６０ ５０

５０

６０

６０

６０

６０

３０６０

３０

児童ｸﾗﾌﾞ・ｴｱｺﾝ（東側）

児童ｸﾗﾌﾞ・ｴｱｺﾝ（西側）

ＬＣユニット

動力幹線・中校舎西側

予備

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ（北校舎老大）

WH

PF

二次側切離し

※、図中　　　　　で囲まれた部分が今回工事
（二次側切離し絶縁処理，以後不要配線・配管撤去）
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電灯盤結線図（1）

Ｃ

負  荷  名  称 備 考

－

負  荷  名  称 備考

ＨＩＤ

　灯

低力率

高力率

Ｔ

Ｗｏ×１．５

Ｗｏ×２

６０

１３０

４４．５

５２．５

８０

１００Ｖ

２００Ｖ

１Ｏｎ

１Ｏｎ

２Ｏｎ

３Ｏｎ

４Ｏｎ

ＮＴ

１Ｏｎ

１Ｏｎ

２Ｏｎ

３Ｏｎ

４Ｏｎ

１Ｏｎ

１Ｏｎ

２Ｏｎ

３Ｏｎ

４Ｏｎ

ＮＴ

１Ｏｎ

１Ｏｎ

２Ｏｎ

３Ｏｎ

４Ｏｎ

１Ｏｎ

１Ｏｎ

２Ｏｎ

３Ｏｎ

４Ｏｎ

ＮＴ

１Ｏｎ

１Ｏｎ

２Ｏｎ

３Ｏｎ

４Ｏｎ

負荷容量の算定

負荷容量ＶＡ

低力率

高力率

２０Ｗ以下

４０Ｗ×１

１１０Ｗ×１

６Ｗ～１３Ｗ

１８Ｗ～２８Ｗ

３６Ｗ

５５Ｗ

直管形

ランプ

蛍光灯

Ｗｏ×２．０

Ｗｏ×２．０

Ｗｏ×２．０３２Ｗ及び３０Ｗ

４０Ｗ

負荷容量ＶＡ

Ｗｏ×２．５

Ｗｏ×２．０

Ｗｏ×１．５

Ｗｏ×１．０

１００

１０００

１００

１５Ａ（１口用、２口用）

２０Ａ

換気扇用

コンセント

白熱灯

コンパ

クト型

ＦＤＬ

ＦＰＬ

低力率
環　形

ランプ

誘

Ｃｎ

幹線番号

自動点滅器

Ａ Ｂ

附  属  機  器

備  考

分  電  盤  仕  様

標 準 結 線 図

分電盤リスト（ＮＯ．１）

ＵＶ

ＮＴ

－ＭＣＢ３Ｐ

－不足電圧継電器

－ニュートラル端子

１．結線図中，特記なき機器仕様は下記による。

－リモコンリレー２Ｐ２０Ａ（〇）

－リモコンリレー１Ｐ２０Ａ（〇）

－リモコントランスAC100V／24V

－ＭｇＳ２Ｐ３０Ａ

－２４Ｈ停電補償付

－精算電力量計　検定付

Ｐ

▲

－精算電力量計　検定付（パルス発信型）　　　

Ｔ

WH

WH

火報

放

Ｌｎ Ｌｎ

Ｃｎ

－ＡＣ1００Ｖ自火報受信機回路

－ＡＣ１００Ｖ防災アンプ回路

－ＡＣ１００Ｖ　電灯回路

－ＡＣ１００Ｖコンセント回路

－ＡＣ１００Ｖ誘導灯回路

－ＡＣ２００Ｖ電灯回路

－ＡＣ２００Ｖコンセント回路

注  記

３．回路番号種別は下記による。

タイマー

T / U

（４Ｌ）ﾏｸﾞﾈｯﾄ

ｽｲｯﾁ

ﾘﾓｺﾝ

ﾄﾗﾝｽ　２Ｐ

ﾘﾚｰ

ﾘﾓｺﾝ

　１Ｐ

ﾘﾚｰ

ﾘﾓｺﾝ
負荷容量

（ＶＡ）

負荷名称
回路 電圧 分岐

(AF/AT)（Ｖ）記号
合 計 容 量

結 線 記 号

主 開 閉 器

電 気 方 式
盤名称

盤形状

２．負荷容量欄において（Ｗｏ）はランプワット数をあらわす。

備  考

警

－ＭＣＢ１Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ

－ＭＣＢ２Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ

－ＥＬＢ２Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ

１φ３Ｗ

Ｌ－１

Ｌ ２Ｆ送り Ｌ－２

１φ３Ｗ

３Ｆ送り Ｌー３

防 防災アンプ

ＭＣＣＢ３Ｐ
４０

ＭＣＣＢ３Ｐ
４０

２０
ＮＦＢ　２Ｐ

１φ２Ｗ

Ｌ １００

１００

１００

１００

１００

１００

１

２

３

４

５

電灯

６０

６

７

８

９

１００

１００

１００

３０／２０１００

３０／２０

１００

１φ３Ｗ
ＭＣＣＢ３Ｐ

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

休憩室・備品室

受口 廊下

受口

休憩室・備品室

第一講座室

第一講座室

事務室電灯

電灯 廊下・トイレ

電灯 階段

受口 事務所

受口

受口

受口

受口

予備

10

11

１００ ３０／２０

１００ ３０／２０ 陶芸室

陶芸室

事務所

事務所

13

12

14

２００ 空調 室内機電源

受口 トイレ便座用

送り Ｌ－１－２

Ｌ－１－１

１φ３Ｗ
ＥＬＣＢ　３Ｐ

３０

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１

２

３

４

５

６

５０／２０

５０／２０

５０／２０

５０／２０

５０／２０

５０／２０

火 自動火災警報受信機１００ ５０／２０

非常照明

外灯（西）

ＥＶ点検用

屋外ｺﾝｾﾝﾄ（北）

屋外ｺﾝｾﾝﾄ（南）

予備

３０／２０

ＥＬＣＢ

旧三原市老人大学校舎解体工事 RE－02
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電灯盤結線図（2）

旧三原市老人大学校舎解体工事

幹線番号

附  属  機  器

備  考
タイマー

T / U

（４Ｌ）ﾏｸﾞﾈｯﾄ

ｽｲｯﾁ

ﾘﾓｺﾝ

ﾄﾗﾝｽ　２Ｐ

ﾘﾚｰ

ﾘﾓｺﾝ

　１Ｐ

ﾘﾚｰ

ﾘﾓｺﾝ
負荷容量

（ＶＡ）

負荷名称
回路 電圧 分岐

(AF/AT)（Ｖ）記号
合 計 容 量

結 線 記 号

主 開 閉 器

電 気 方 式
盤名称

盤形状

幹線番号

附  属  機  器

備  考
タイマー

T / U

（４Ｌ）ﾏｸﾞﾈｯﾄ

ｽｲｯﾁ

ﾘﾓｺﾝ

ﾄﾗﾝｽ　２Ｐ

ﾘﾚｰ

ﾘﾓｺﾝ

　１Ｐ

ﾘﾚｰ

ﾘﾓｺﾝ
負荷容量

（ＶＡ）

負荷名称
回路 電圧 分岐

(AF/AT)（Ｖ）記号
合 計 容 量

結 線 記 号

主 開 閉 器

電 気 方 式
盤名称

盤形状

分電盤リスト（ＮＯ．２） 分電盤リスト（ＮＯ．３）

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１φ３Ｗ

１

２

Ｌ

３

４

５

６

電灯

電灯

電灯

ＣＫＳ　３Ｐ
６０

Ｌ－１－２

３０／１５

３０／１５

３０／１５

３０／１５

３０／１５

３０／１５

３階

受口 １階

１階

受口 ２階・３階

２階

受口 屋外

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１φ３Ｗ

１

２

Ｌ

１００

１００

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１００

１００

１００

１００

電灯

電灯

電灯

ＭＣＣＢ　３Ｐ
４０

廊下・トイレ

受口 第３・４講座室

第３・４講座室

第１・２講座室

第１・２講座室受口

非常照明

受口

受口

受口

受口

受口

第５講座室

受口

第３講座室

第５講座室

第３講座室

第３講座室

第５講座室

Ｌ－２

１００

１００

１００

１００

１φ３Ｗ

１

２

３

４

５

６０

Ｌ－２－１

ＥＬＣＢ　３Ｐ

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

受口

受口

受口

受口

第２講座室（北）

第２講座室（南）

第２講座室（教壇）

トイレ便座用

２００ 空調 室内機電源

ＳＰ

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１φ３Ｗ

１

２

Ｌ

１００

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１００

１００

１００

１００

電灯

電灯

ＭＣＣＢ　３Ｐ
４０

受口

受口

受口

Ｌ－２

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

３０／２０

第１・２講座室

電灯
第３講座室

展示ひろば

第１・２講座室受口

廊下・トイレ

第３講座室

展示ひろば

受口 廊下

ＥＶ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ用

第３講座室

トイレ便座用

非常照明

２００ 空調 室内機電源

予備

３０／２０
ＥＬＣＢ

３０／２０

ＥＬＣＢ

RE－03
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動力盤結線図

旧三原市老人大学校舎解体工事 RE－04

Ａ２

Ａ２

Ａ２

Ａ２

相・電圧 Ａ２ ＥＬＣＢ（Ｍ） ＭＣＣＢ Ｃ２　容量 起動方式 Ｂ１ ＥＬＣＢ（Ｍ） ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＥＬＣＢ（Ｍ）動力 インタ－ Ｂ２ ＥＬＣＢ（Ｍ） Ｄ２ Ｅ１Ａ１ ＭＣＣＢ Ｃ１ Ｄ１ ＭＣＣＢ ＥＬＣＢ（Ｍ） Ｅ２

Ｙ 操作方式幹線 機器名称 結線記号盤名称 開閉器 配線サイズ
警報操作ロック番号 表示（ｋｗ） （Ｖ） ＬＳ－△

ＡＡ

Ｙ４２ ４２４２
－△ －　

４２

Ｆ１ ＭＣＣＢ Ｆ２ ＥＬＣＢ（Ｍ）

Ａ

Ｙ４２４２
－△ －　

Ｙ

ａ ｄ 運動回路等ｂ 一般操作回路（　－△起動）一般操作回路 ｅ 遠方操作回路

ＣＯＳＣＯＳ
試 遠

　ＰＢ ＰＢ４２ ４２ ４２４２ 　ＰＢ４２ ４２試 自（ＯＮ） (ON)
（ＯＮ）断
　ＰＢ　ＰＢ 　ＰＢ

（ＯＦＦ）（ＯＦＦ） （ＯＦＦ）

４２ Ｒ ２ ４２Ｇ Ｒ ４２ Ｇ ＲＧ Ｒ Ｇ Ｇ４２ ４２Ｒ

Ｙ

　△

ｆ 液面自動運転 液面自動交互運転（異常時同時運転）ｇ ｈ 消化栓ポンプ

４２ ４２４２ ４２ＣＯＳ ＣＯＳ１ ＣＯＳ
自動火災報知設備工事

－２ －１－１ －２
４２ ４２３３ 試 試 自自試 自

ＣＯＳ２
ＮＯ２ ＡＸ１ ＡＸ２ 消化栓起動３３ＮＯ１

リレー
交

Ｇ４２ Ｒ ４２ ＧＲ 自動火災報知設備
４２ ＡＸ４２ ＧＧＡＸ ＲＲ１０ 受信機へ至る。

１ １ ２２

ｉ 液面制御警報回路 ｊ ブザー回路 ｋ 警報盤

Ｘ１ Ｘｍ
３３ ３３３３ Ｘ３３ ＡＸｍ ＡＸｍＡＸ１ ＡＸ１

Ｙ１ Ｘｍ
ＡＸ２

Ｙ
ＡＸ１ ＡＸ ＡＸ ＰＢＡＸ１ ＰＢ

ＡＸＢＺ ＡＸ ＢＺ ＡＸＡＸ ＡＸＹ３３ Ｙ Ｙ Ｙ

１ １ ｍ
ＬＦ ＬＦ

特記事項

　１．　遮断器のトリップ容量は各電動機の定格容量に適合したものを使用する。

　２．　電流計は超過目盛とし，赤指針付とする。（２．５級）

　３．　電動機名称板には容量も併記する。

　４．　各制御盤には各電動機毎に接地端子を設ける。

　５．　盤内機器，遮断器，電磁接触器等に負荷名称を記入する。

　６．　各盤とも鋼板製指定色メラミン焼付仕上げとする。

　８．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　９．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　７．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

タイマー進相 ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ

3.200 Ａ１

3.200 Ａ１

3.200 Ａ１一般動力盤

Ｍ

１

3.200

3.200

3.200

3.200

１

２

３

４

Ｍ

MCCB　3P
30A

MCCB　3P

40A

２

Ｍ－１

Ｍ－２

空調動力盤・Ｍ－２

MCCB　3P

40A

ＡＣ(西）

ＡＣ(東）

ＡＣ(中）

ＡＣ２

20A

20A

20A

20A

3.200

3.200

3.200

3.200

20A

20A

20A

20A

予　備

予　備

予　備

予　備

屋上

ポンプ室



※縮小率　A3版 70.7％
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小 川 　 誠 司
一級建築士事務所 19(1)第1551号

S=1:500電気設備配置図、陶芸小屋平面図

逆富士型ＦＬ２０Ｗ１灯用

逆富士型ＦＬ２０Ｗ２灯用

2.0

1.6

凡例

逆富士型ＦＬ４０Ｗ２灯用・ＦＬＲ４０Ｗ２灯用

ブラケット

笠付

笠付

逆富士型ＦＬ４０Ｗ１灯用

反射笠付ＦＬ４０Ｗ２灯用

反射笠付ＦＬ４０Ｗ２灯用

工事概要

屋外用ブラケットＦＬ２０Ｗ

露出配線　ＶＶＦ1.6-2Ｃ

露出配線　ＶＶＦ2.0-2Ｃ

図中　　　　　は、露出配管・配線

露出プルボックス

１．照明器具・配線器具・弱電機器・防災器具盤　撤去

２．電灯盤・動力盤　壁掛け及び自立盤撤去、埋込盤は内部機器撤去

３．露出配線配管撤去

４．架空線撤去

５．ＮＴＴ引込線移設連絡別途（三原市）

６．隠蔽配線配管は、建築工事撤去とする

3

3

片切スイッチ

３路スイッチ

片切スイッチｘ２

2

露出２ｹ用コンセント

片切スイッチｘ３

ﾛ2

3

埋込２ｹ用コンセント

埋込３ｹ用コンセント

非常照明　ＦＬ２０Ｗ２灯用

非常照明　シーリング

トラフ型ＦＬ１５Ｗ１灯用

FL20

FL15

片切スイッチ＋３路スイッチ 解体建物

　配置図　　　 1：500
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り
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下

庭園

渡
り
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下

既存建物

渡
り
廊

下

庭園

既存建物

渡
り
廊
下

ﾌﾟ-ﾙ

既存建物

渡り廊下

動力

電灯 1φ3W  DV22sq-3C

ﾇ

ﾙ

ｦﾇ

ﾙ

ｦ

小屋 補強CB造 5,600x4,950x2,360h 撤去

LPG庫 ｽﾁ-ﾙ製 2,500x650x2,150h 撤去

CB100塀 h=1,600 撤去

Ｎ

2

2
VVF1.6-2C(VEI16)

VVF1.6-2C(VEI16)

ﾁｬﾝｴﾙ内ころがし
VVF1.6-2C

ﾁｬﾝｴﾙ内ころがし
VVF1.6-3C

VVF1.6-2C
ﾁｬﾝｴﾙ内ころがし

VVF20.-2C(16)

2

VVF1.6-2C(VEI16)

立上げVVF1.6-2C(VEP16)

VVF1.6-2C(VEI16)

ＮＴＴ柱

駒ｹ原３幹３Ｒ１

笠付

笠付

笠付

動力 3φ3W  DV14sq-3C

既存建物

ﾇ

3φ3W  OW3.2-3C

DV2.6-C

光ケーブル引込校舎を経由

ＴＥＬケーブル＋アース線引込

FL15W

DV2.6-C

DV2.6-C

キュービクル

キュービクル

電源埋設ブロック立上げ（電源盤開閉器二次側切離し）

電源切離し絶縁処理（西盤内、開閉器二次側切離し）

北校舎屋上より中校舎屋上へ

玄関外灯より電源

架空線電源切離し絶縁処理（キュービクル内、開閉器二次側切離し）

DV2.6-C

北校舎

MCCB3P MCCB3P
40A 40A

30A
MCCB3P

L-31

L-21

MCCB2P
20A

MCCB2P
20A

MCCB2P
20A

MCCB2P
20A

MCCB2P
20A

MCCB2P
20A

MCCB2P
20A

20A
MCCB2P

20A
MCCB2P

20A
MCCB2P

20A
MCCB2P

20A
MCCB2P

1

3

5

7

9

2

4

6

8

10

11 12

1φ３Ｗ　　２００/１００Ｖ ３φ３Ｗ　　２００Ｖ

南
校
舎

北
校
舎

CKS3P
60A

CKS3P
60A

南校舎西電灯盤 南校舎西動力盤

※　図中　　　　　の枠内開閉器二次側切離し絶縁処理

Ｌ

Ｐ

Ｂ

Ｐ型発信機

ベル

差動式スポット感知器

定温式スポット感知器

ランプ（赤色）

受信機

壁付スピーカー

Ｓ 煙感知器

天井埋込スピーカー

電話

ANP 非常放送アンプ

ＴＶアンテナ

ＴＶ取出し

電灯盤

動力盤

天井付コンセント１ｹ用

2E
埋込２ｹ用接地付コンセント

以降配置図E-06参照

S=1:100

　陶芸小屋平面図　 　1：100

旧三原市老人大学校舎解体工事 RE－05
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S=1:300

既存建物

庭園 庭園

解体建物

渡
り

廊
下

渡
り

廊
下

既存建物

Ｎ

既存建物

渡
り

廊
下

陶芸小屋

渡り廊下

DV2.6-2C

DV2.6-2C

VVF2.0-2C  （Ｃチャンエル内ころがし）

DV2.6-2C

VVF2.0-2C (16)

DV2.6-2C

DV2.6-2C
玄関外外灯より電源供給

VVF2.0-2C (16)

FL20W-1

電気設備配置図2

配置図2 　　 1：300
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※縮小率　A3版 70.7％
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1,2階幹線・動力設備図 S=1:150

Ｎ

1階平面図　　 1：150

2階平面図　　 1：150

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(S)200-200-100
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CV8sq-3C  (C25)
VVF2.0-3C  (VEP36) VVF2.0-3C  (VEP36)
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天井内配線天井内配線

VVF2.0-3C x3 VVF2.0-2C x2 (E39)

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(S)150-150-100
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Ｎ

PH階平面図 　 1：150

3階平面図　　 1：150

R階平面図　　 1：150

至ルＥＶ制御盤

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(SUS)200-200-150

屋上配管ブロック

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(S)300-200-150

以降配置図参照

DV14sq-3C

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(VE)100-100-100
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ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(SUS)200-200-150
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屋上配管ブロック
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S=1:1503,PH階幹線・動力設備図
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RE－09旧三原市老人大学校舎解体工事

Ｎ

1階平面図　　 1：150

2階平面図　　 1：150
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１Ｆ天井内配線

2

WP

VE一方出ﾎﾞｯｸｽ

FL20W

2 2
2 2 2

2 2 2 2 2

至る外灯電源DV2.6-2Cへ

換気扇用　天井付け

１Ｆ天井内配線

立上げ VVF2.0-2C(MMA)

立上げ VVF1.6-2C(MMA)立上げ VVF2.0-2C(HIVE16)

VVF2.0-3C(MMA)

立上げ VVF2.0-3C(MMA)

立上げ VVF2.0-2C(MMA)
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ﾌﾟﾙﾎﾞｯｽ(VE100-100-50)

立上げ VVF2.0-3C(MMA)

換気扇用　天井付け

立上げ VVF2.0-2C(MMA)
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1階平面図　　 1：150

2階平面図　　 1：150

※縮小率　A3版 70.7％
　　　　　A2版 100％　

FAX   (0848)23-3249 称 尺

OGAWA

有限会社
尾道市東則末町3番17号 TEL㈹ (0848)23-3237

小 川 設 計

担

当

計
年

設

月
日

工
事
名
称

図

名
面

図
面
番
号

縮

2020.11

一級建築士登録 第301070号

小 川 　 誠 司
一級建築士事務所 19(1)第1551号

S=1:150空調換気設備 1,2階平面図
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※縮小率　A3版 70.7％
　　　　　A2版 100％　

FAX   (0848)23-3249 称 尺

OGAWA

有限会社
尾道市東則末町3番17号 TEL㈹ (0848)23-3237

小 川 設 計

担

当

計
年

設

月
日

工
事
名
称

図

名
面

図
面
番
号

縮

2020.11

一級建築士登録 第301070号

小 川 　 誠 司
一級建築士事務所 19(1)第1551号

S=1:150空調換気設備 3,PH階平面図
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※縮小率　A3版 70.7％
　　　　　A2版 100％　

FAX   (0848)23-3249 称 尺

OGAWA

有限会社
尾道市東則末町3番17号 TEL㈹ (0848)23-3237

小 川 設 計

担

当

計
年

設

月
日

工
事
名
称

図

名
面

図
面
番
号

縮

2020.11

S=1:300
一級建築士登録 第301070号

小 川 　 誠 司
一級建築士事務所 19(1)第1551号
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※最寄りの給水配管に接続

旧三原市老人大学校舎解体工事 RM－06

機械設備敷地利用計画図

敷地利用計画図 1：300



工　事　名　称 旧老人大学解体工事

工　事　場　所

［工　事　概　要］

用途,構造,面積

工　事　範　囲

別　途　工　事

工　　　　　期
契約締結日の
翌日

～ 令和4年3月28日

一　般　事　項

　《 工事予算内訳 》

区　　　　　分 概　　　　　要

設　計　金　額

消　費　税　額

合　計　金　額

〈内　　　　　訳〉

無し

参　考　数　量　書

三原市館町二丁目

校舎，　鉄筋コンクリート造３階建て，　延べ面積1,590㎡

解体工事，外構整備工事一式



符 号 名　　　称 材質 形 状 寸 法 数 量 単 位 単　価 金　額 摘 要

Ⅰ 直接工事

計（直接工事費） 1 式

共通仮設費 1 式

計（純工事費） 1 式

現場管理費 1 式

計（工事原価） 1 式

一般管理費 1 式

契約保証費 1 式

計（工事価格）

消費税等相当額 1 式 ×0.１

合　計

旧老人大学解体工事



工事種別内訳 1

解体工事        
1   

式
建築工事        

1   
式

電気設備工事    
1   

式
機械設備工事    

1   
式

計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 金 　　　　　額 備　　　　考単 位



解体工事　種目別内訳 2

解体            
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　種目別内訳 3

建築            
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



電気設備工事　種目別内訳 4

電気設備        
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



機械設備工事　種目別内訳 5

機械設備        
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



解体工事　科目別内訳 6

直接仮設        
1   

式
解体撤去        

1   
式

発生材処理      
1   

式
看板等撤去      

1   
式

土工            
1   

式
アスベスト除去  

1   
式

計

解体

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　科目別内訳 7

直接仮設        
1   

式
土工            

1   
式

鉄筋            
1   

式
コンクリート    

1   
式

型枠            
1   

式
鉄骨            

1   
式

タイル          
1   

式
屋根及びとい    

1   
式

左官            
1   

式
塗装            

1   
式

構内舗装        
1   

式
計

建築

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



電気設備工事　科目別内訳 8

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備 
1   

式
幹線・動力設備  

1   
式

弱電・防災設備  
1   

式
発生材処理      

1   
式

計

電気設備

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



機械設備工事　科目別内訳 9

給排水設備      
1   

式
空調換気設備    

1   
式

給水設備        
1   

式
計

機械設備

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



解体工事　中科目別内訳 10

直接仮設        
1   

式
計

解体撤去        
1   

式
計

発生材処理      運搬            
1   

式
発生材処理      処分            

1   
式

計

看板等撤去      撤去処分        
1   

式
計

土工            
1   

式
計

アスベスト除去  ｱｽﾍﾞｽﾄ除去      
1   

式
計

解体

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　中科目別内訳 11

直接仮設        
1   

式
計

土工            
1   

式
計

鉄筋            躯体            
1   

式
計

コンクリート    躯体            
1   

式
計

型枠            躯体            
1   

式
計

鉄骨            本体鉄骨        
1   

式
計

タイル          外部            
1   

式
計

屋根及びとい    外部            
1   

式

建築

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　中科目別内訳 12

計

左官            外部            
1   

式
計

塗装            外部            
1   

式
計

構内舗装        
1   

式
計

建築

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



電気設備工事　中科目別内訳 13

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備 解体撤去        
1   

式
計

幹線・動力設備  解体撤去        
1   

式
計

弱電・防災設備  解体撤去        
1   

式
計

発生材処理      
1   

式
計

電気設備

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



機械設備工事　中科目別内訳 14

給排水設備      解体撤去        
1   

式
計

空調換気設備    解体撤去        
1   

式
計

給水設備        
1   

式
計

機械設備

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



解体工事　細目別内訳 15

単管抱足場      掛払い手間                      
10m未満     -                   38   

㎡
くさび緊結式足場 幅600mm　高さ20m未満　6ヵ月     
(手すり先行方式) 2,510   

㎡
防音ｼｰﾄ張り     掛払い手間               -      

-                               2,549   
㎡

安全手すり      単管本足場用                    
掛払い手間                      19.7 
-                               ｍ

計

解体 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



解体工事　細目別内訳 16

山留め工事      鋼矢板3型　使用期間2ヵ月        
自立山留め　ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ           180   

㎡
躯体解体        地上からの解体                  

圧砕機主体                      759   
ｍ3

基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄ解体  大型ﾌﾞﾚ-ｶ-、圧砕機併用          
189   

ｍ3
土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ解体  大型ﾌﾞﾚ-ｶ-、圧砕機併用          

62.9 
ｍ3

内部造作材撤去  事務所                          
1,590   

㎡
AS舗装ｶｯﾀ-入れ  

32.8 
ｍ

ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-入れ  
1.3 

ｍ
ｴﾚﾍﾞ-ﾀ-解体撤去 処分費共                        

1   
式

計

解体 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



解体工事　細目別内訳 17

ｺﾝｸﾘｰﾄ類        機 械                           
集積、積込み    1,327   

ｍ3
内装材 積込み   機 械                           

186   
ｍ3

とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      無筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ類　DID区間無し       150   

22.5km以下                      日
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      木くず類　DID区間無し           3   

22.5km以下                      日
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      ｶﾞﾗｽ類　DID区間無し             0.5 

22.5km以下                      日
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      ﾎﾞ-ﾄﾞ類　DID区間無し            2   

22.5km以下                      日
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　DID区間無し          0.5 

22.5km以下                      日
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      鉄屑類類　DID区間無し           17   

22.5km以下                      日
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      ｱﾙﾐくず類　DID区間無し          0.5 

22.5km以下                      日
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t積　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3     
発生材運搬      廃ｱｽﾍﾞｽﾄ　DID区間無し           0.5 

82.5km以下                      日
支障木伐根      幹周20以上30未満                

⑱                              1   
本

支障木伐根      幹周30以上60未満                
⑬、⑯                          2   

本
支障木伐根      幹周60以上90未満                

⑭、⑮、⑲、⑳                  4   
本

支障木伐根      幹周90以上120未満               
⑰                              1   

本
支障木伐採      幹周30以上60未満                

⑪                              1   
本

解体 発生材処理 運搬

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



解体工事　細目別内訳 18

支障木伐採      幹周60以上90未満                
⑨                              1   

本
支障木伐採      幹周120以上150未満              

⑩                              1   
本

支障木伐採      幹周180以上210未満              
⑫                              1   

本
計

解体 発生材処理 運搬

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



解体工事　細目別内訳 19

発生材処分費    無筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ類                    
1,177   

ｍ3
発生材処分費    木くず類                        

131   
ｍ3

発生材処分費    生木類                          
1   

ｍ3
発生材処分費    ｶﾞﾗｽ類                          

1.7 
ｍ3

発生材処分費    ﾎﾞ-ﾄﾞ類                         
40   

ｍ3
発生材処分費    ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類                       

1.1 
ｍ3

発生材処分費    鉄くず類                        
101   

ｔ
発生材処分費    ｱﾙﾐくず類                       

440   
kg

発生材処分費    廃ｱｽﾍﾞｽﾄ類                      
1.2 

ｔ
計

解体 発生材処理 処分

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



解体工事　細目別内訳 20

平看板撤去処分  1,200x900x2                     
1   

か所
平看板撤去処分  800x300x2                       

1   
か所

平看板撤去処分  900x400x2                       
1   

か所
平看板撤去処分  700x300x2　基礎共               

1   
か所

駐車場看板撤去  H=500,50Φ　基礎共              
処分            4   

か所
標識撤去処分    H=3,000,70Φ　基礎共            

4   
か所

単管ﾊﾟｲﾌﾟ撤去   H=1,700,50Φ　基礎共            
処分            19   

か所
車止め撤去処分  600x200x100                     

26   
か所

角柱ﾊﾟｲﾌﾟ撤去   H=1,000,60Φ                    
処分            15   

か所
駐車場看板撤去  1,800x900　H=2,000              
処分            1   

か所
駐車場看板撤去  H=2,300,50Φ                    
処分            1   

か所
計

解体 看板等撤去 撤去処分

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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敷きならし      締め固め共                      
1,418   

ｍ3
埋戻し          山砂                            

245   
ｍ3

計

解体 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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アスベスト除去（ （株）コンステックAGバブルシステ
外壁樹脂吹付・下 ム工法，集塵装置付きディスクグラ
地調整とも）    インダーケレン工法，（株）マルホ

ウ　ウォータークリーン工法　同等
工法                            1,653   

㎡
粉塵飛散防止処理 撤去面，養生シート面            
剤散布          1   

式
機械設置解体費  

1   
式

機械運搬費      4tユニック                      
3   

台
設置箇所屋根    W7,200×L7,200×H3,000          

単管　足場板                    1   
式

発電機          45KVA　燃料共                   
1   

式
コンプレッサー  7.5馬力　アフタークーラー付き   

燃料とも                        1   
式

消耗品          手袋・マスク等                  
1   

式
安全機器損料    真空掃除機等                    

1   
式

廃石綿密封処理  二重梱包                        
24.8 

ｍ3
廃棄物場内小運搬

24.8 
ｍ3

特別産業廃棄物運 ４t                             
搬費            4   

台
特別産業廃棄物処 除去アスベスト・養生材とも      
分費            25.5 

㎥
床養生（最下段） 0.15mm二重　清掃費とも          

206   
㎡

解体 アスベスト除去 ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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床養生（足場床） 0.15mm一重　清掃費とも          
1,855   

㎡
床養生（開口部） 0.1mm一重　清掃費とも           

2,565   
㎡

天井養生        0.1mm一重　清掃費とも           
206   

㎡
清掃費          施行区画２回清掃                

2,061   
㎡

資材運搬費      
1   

式
石綿管除去      １フロア４箇所                  

仮設,隔離養生,安全設備,環境測定, 1   
廃棄物処分,諸官庁届出含む       式

計

解体 アスベスト除去 ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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遣方            
1   

式
墨出し          

1   
式

養生            
1   

式
整理清掃後片付け

1   
式

外部足場        
1   

式
災害防止        

1   
式

計

建築 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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根切り          (機械、人力の別                 
つぼ・布、総掘の別)             1   

式
すきとり        積み込み共 H300程度             

4.8 
ｍ3

埋戻し          (構内堆積土、構外土の別)        
1   

式
計

建築 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295A D13            
異形棒鋼        0.62

ｔ
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            0.6 
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
0.6 

ｔ
計

建築 鉄筋 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   呼び強度21 S18      
粗骨材20                        18.3 

ｍ3
ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設手間  

1   
式

計

建築 コンクリート 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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型枠            普通合板型枠                    
-                  基礎部       56.5 
-                               ㎡

型枠            打放合板型枠C種                 
壁式構造           基礎部       53   
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
109.5 

㎡
目地棒          寸法                            

1   
式

スリーブ        材種、寸法                      
1   

式
計

建築 型枠 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳 29

新設渡り廊下    STKR400                         
鋼材            □-100x100x6                    0.21

ｔ
鋼材            SS400                           

H-100x100x6x8                   0.18
ｔ

鋼材            SS400                           
C-100x50x20x2.3                 19.5 

kg
副資材          

1   
式

工場加工費      
1   

式
現場取付        

1   
式

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ        M16 L=250mm                     
2   

組
       小計

既設渡り廊下    SS400                           
嵩上げ          C-100x50x20x2.3                 40   
鋼材            kg
工場加工費      

1   
式

現場取付        
1   

式
既設解体        

1   
式

       小計

計

建築 鉄骨 本体鉄骨

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳 30

既設ﾀｲﾙ張り撤去 下地ﾓﾙﾀﾙ共                      
13.4 

㎡
外装壁ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張 ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ﾏｽｸ張り      Ⅰ類       
り              施ゆう 50二丁 平 95×45         13.4 

下地ﾓﾙﾀﾙ別途                    ㎡
計

建築 タイル 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳 31

既設折版解体・  ﾀｲﾄﾌﾚ-ﾑ一部撤去共               
荷降ろし        1   

式
嵩上げ部へ折版  ﾀｲﾄﾌﾚ-ﾑ一新設共                 
復旧            1   

式
新設折版        192ﾊｾﾞ型ｶﾗ-GL鋼板0.8mm          

ﾀｲﾄﾌﾚ-ﾑ一部新設共               1   
式

新設ﾙ-ﾌﾃﾞｯｷ     150ﾎﾞﾙﾄ式　GLｶﾗ-鋼板0.6mm       
21   

ｍ
新設ﾙ-ﾌﾃﾞｯｷ用   150型　剣先SUS                  
ﾀｲﾄﾌﾚ-ﾑ         10.5 

ｍ
計

建築 屋根及びとい 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          8.9 

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き

10.9 
㎡

擁壁天端金ｺﾃ押え
41.6 

ｍ
壁ﾓﾙﾀﾙ塗り      木ごて                          

外壁ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ下地         厚20    13.4 
㎡

計

建築 左官 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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素地ごしらえ    鉄鋼面                          
工程C種                         13.5 

㎡
ＳＯＰ塗り      鉄鋼面         工程B種 塗料1種  

錆止別途                        13.5 
㎡

計

建築 塗装 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      A-5-15 再生密粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ     
500㎡未満                       267   

㎡
角型ﾌﾘｭ-ﾑ管布設 300型　　　　　　　　　　材工共 

17.9 
ｍ

ｺﾝｸﾘ-ﾄ製溜桝    450角　　　　　　　　　　材工共 
1   

か所
縁石ﾌﾞﾛｯｸ       100角　　　　　　　　　　材工共 

19.8 
ｍ

駐車場ﾗｲﾝ引き   L=5.0m 　　　　　　　　　材工共 
13   

本
ｺﾝｸﾘ-ﾄ製車止め  　　　 　　　　　　　　　材工共 

28   
個

ｶﾞ-ﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ      H=800  　　　　　　　　　材工共 
41.6 

ｍ
既設金網ﾌｪﾝｽ    H=1,800                         
撤去・復旧      基礎（4ヶ所）共                 7   

ｍ
猪防護柵        

1   
式

既設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置  2,650x1,800x2,350               
移設            基礎共                          2   

基
既設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置  2,900x2,600x2,500               
移設            基礎共                          2   

基
既設ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置  1,500x1,150x2,100               
移設            基礎共                          1   

基
計

建築 構内舗装

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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電線撤去        VVF1.25-2C（ころがし）          
41   

ｍ
ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       VVF1.6-2C（管内）               

40   
ｍ

ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       VVF1.6-3C（管内）               
9   

ｍ
ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       VVF2.0-2C（管内）               

66   
ｍ

ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       VVF2.0-3C（管内）               
22   

ｍ
電線管撤去      HIVE16（露出）                  

25.2 
ｍ

電線管付属品撤去 丸・角一方出ﾎﾞｯｸｽ　VE           
8   

個
金属線ぴ撤去    MMA                             

89.2 
ｍ

金属線ぴ撤去    MMB                             
2   

ｍ
金属線ぴ付属品  ｺ-ﾅ-ﾎﾞｯｸｽA                      
撤去            32   

個
金属線ぴ付属品  ｺ-ﾅ-ﾎﾞｯｸｽB                      
撤去            1   

個
金属線ぴ付属品  ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ・ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ          
撤去            31   

個
合成樹脂線ぴ撤去 3号                             

4.7 
ｍ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ        （VE）100-100-50                
1   

個
配線器具撤去    片切ｽｲｯﾁ1ｹ用                    

9   
組

電気設備 電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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配線器具撤去    片切ｽｲｯﾁ2ｹ用                    
9   

組
配線器具撤去    片切ｽｲｯﾁ3ｹ用                    

10   
組

配線器具撤去    ｺﾝｾﾝﾄ1ｹ用                       
4   

組
配線器具撤去    ｺﾝｾﾝﾄ2ｹ用                       

38   
組

配線器具撤去    ｺﾝｾﾝﾄ2ｹ用E付                    
7   

組
配線器具撤去    ｺﾝｾﾝﾄ2ｹ用露出・屋外防水型（WP） 

16   
個

照明器具撤去    IL60Wｼ-ﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ                  
1   

個
照明器具撤去    FL20W-1WP・直付け               

9   
個

照明器具撤去    FL20W-2　直付け                 
7   

個
照明器具撤去    FL40W-1　直付け                 

8   
個

照明器具撤去    FL40W-1　ﾊﾟｲﾌﾟ吊り              
14   

個
照明器具撤去    FL40W-2　直付け                 

101   
個

非常照明撤去    FL20W-2　直付け　非常照明付き   
6   

個
非常照明撤去    13W・30W（ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ）           

30   
個

計

電気設備 電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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電線撤去        IV8sq（管内）                   
15   

ｍ
電線撤去        OW3.2-3C（管内）                

22.4 
ｍ

電線撤去        DV2.6-2C（管内）                
114.6 

ｍ
電線撤去        DV14sq-3C（管内）               

23.9 
ｍ

電線撤去        DV22sq-3C（管内）               
24.6 

ｍ
ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       VVF20-2C（管内）                

46   
ｍ

ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       VVF20-3C（管内）                
62.2 

ｍ
ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       CV3.5sq-4C（管内）              

27.7 
ｍ

ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       CV8sq-3C（管内）                
10.2 

ｍ
ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       CV14sq-4C（管内）               

26.6 
ｍ

電線管撤去      HIVE　22mm（露出）              
20.5 

ｍ
電線管撤去      HIVE　28mm（露出）              

26   
ｍ

電線管撤去      VEP　36mm（露出）               
36.4 

ｍ
電線管撤去      C25（露出）                     

18.4 
ｍ

電線管撤去      E25（露出）                     
17   

ｍ

電気設備 幹線・動力設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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電線管撤去      E31（露出）                     
7.2 

ｍ
電線管撤去      E39（露出）                     

9.1 
ｍ

金属製可とう電線 PVC24（露出）                   
管撤去          1.2 

ｍ
金属製可とう電線 PVC30（露出）                   
管撤去          1   

ｍ
金属製可とう電線 ﾎﾞｯｸｽｺﾈｸﾀ　24　防水型           
管付属品撤去    8   

個
金属製可とう電線 ﾎﾞｯｸｽｺﾈｸﾀ　30　防水型           
管付属品撤去    4   

個
金属線ぴ        MMA                             

3   
ｍ

金属線ぴ        MMB                             
1.5 

ｍ
金属線ぴ付属品  ｺ-ﾅ-ﾎﾞｯｸｽA                      
撤去            4   

個
金属線ぴ付属品  ｺ-ﾅ-ﾎﾞｯｸｽB                      
撤去            2   

個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    150-150-100（鉄）               

1   
個

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    200-200-100（鉄）               
2   

個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    250-250-100（鉄）               

1   
個

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    200-200-100（SUS）              
2   

個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    200-200-150（SUS）              

2   
個

電気設備 幹線・動力設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    100-100-100（VE）               
1   

個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    300-250-150（鉄）               

1   
個

動力盤撤去      M-1                             
1   

面
動力盤撤去      M-2                             

1   
面

電灯盤撤去      L-1                             
1   

面
電灯盤撤去      L-1-1                           

1   
面

電灯盤撤去      L-1-2                           
1   

面
電灯盤撤去      L-2                             

1   
面

電灯盤撤去      L-2-1                           
1   

面
電灯盤撤去      L-3                             

1   
面

計

電気設備 幹線・動力設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       CAT5（ころがし）                
16   

ｍ
ｹ-ﾌﾞﾙ撤去       5C-FB（ころがし）               

2   
ｍ

電線管撤去      C19（露出）                     
9.9 

ｍ
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ撤去    200-200-100（SUS）              

1   
個

金属線ぴ撤去    MMA                             
10.3 

ｍ
金属線ぴ撤去    MMB                             

1.5 
ｍ

金属線ぴ付属品  ｺ-ﾅ-ﾎﾞｯｸｽA                      
撤去            9   

個
金属線ぴ付属品  ｺ-ﾅ-ﾎﾞｯｸｽB                      
撤去            2   

個
合成樹脂線ぴ撤去 ﾜｺﾞﾝﾓ-ﾙ                         

3.5 
ｍ

感知器撤去      差動式ｽﾎﾟｯﾄ                     
26   

個
感知器撤去      煙感知器                        

12   
個

発信器撤去      P型1級                          
3   

個
ﾗﾝﾌﾟ撤去        赤色灯                          

3   
個

ﾍﾞﾙ撤去         赤色                            
3   

組
拡声器撤去      ｽﾋﾟ-ｶ-壁掛型                    

16   
組

電気設備 弱電・防災設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



電気設備工事　細目別内訳 41

自火報受信機撤去 10窓                            
1   

組
ｱﾝﾌﾟ撤去        非常放送ｱﾝﾌﾟ                    

1   
組

電話撤去        壁掛型                          
1   

個
ｱﾝﾃﾅ撤去        ｱﾝﾃﾅ・支持ﾏｽﾄ                   

1   
本

TVｶﾊﾞ-ﾌﾟﾚ-ﾄ撤去 
10   

個
計

電気設備 弱電・防災設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



電気設備工事　細目別内訳 42

蛍光灯処分費    照明器具等                      
60.3 

kg
廃材積込み運搬  
処分費          1   

式
計

電気設備 発生材処理

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



機械設備工事　細目別内訳 43

壁掛小便器撤去  
（FV）          11   

組
仕切板撤去      

1   
個

洋風大便器撤去  
（LT）          10   

組
洋風大便器撤去  
（FV）          1   

組
紙巻器撤去      

18   
個

洗浄便座撤去    
9   

組
手洗器撤去      

7   
組

化粧鏡撤去      
8   

個
洗濯流し撤去    

1   
組

L型手摺り撤去   
8   

個
I型手摺り撤去   

4   
個

可動手摺り撤去  
5   

個
背もたれ撤去    

8   
個

自在水栓13Φ撤去
3   

個
横水栓13Φ撤去  

15   
個

機械設備 給排水設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



機械設備工事　細目別内訳 44

ﾎ-ﾑ水栓13Φ撤去 
6   

個
2口ｶﾞｽｺｯｸ撤去   

2   
個

ｶﾞｽ給湯器5号撤去
1   

個
揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ40Φ   
x1.5kw撤去      1   

台
陶芸窯撤去      KTW-04-04W　1,500kg             

2,190x1,630x1,520               1   
煙道共                          組

搬出費          
1.5 

ｔ
処分費          2t・3tﾀﾞﾝﾌﾟ車（片道距離概25km） 

5   
回

計

機械設備 給排水設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



機械設備工事　細目別内訳 45

天吊りｴｱｺﾝ撤去  14.0kw                          
内39kg                          12   

台
天吊りｴｱｺﾝ撤去  16.0kw                          

内42kg                          3   
台

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 45.0kw                          
ｴｱｺﾝ撤去        冷媒ｶﾞｽ11.5kg                   1   

重量625kg                       台
ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 56.0kw                          
ｴｱｺﾝ撤去        冷媒ｶﾞｽ17.0kg                   3   

重量700kg                       台
換気扇撤去      200Φ                           

5   
台

換気扇撤去      250Φ                           
3   

台
天井換気扇撤去  100Φ                           

2   
台

冷媒ｶﾞｽ処分費   
125   

kg
搬出費          

2.7 
ｔ

処分費          2t・3tﾀﾞﾝﾌﾟ車（片道距離概25km） 
4   

回
移動ｸﾚ-ﾝ作業費  ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ25t吊り               

1   
台

計

機械設備 空調換気設備 解体撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



機械設備工事　細目別内訳 46

給水・耐衝撃性  地中配管        20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 28   

ｍ
既設管接続      20A                             

2   
か所

散水栓          ｷ-付き散水栓13Φ（BOX共）       
3   

組
仕切弁          GV(5K)20（BOX共）               

3   
組

土工事          根切り人力                      
7.9 

ｍ3
土工事          埋戻し人力                      

7.9 
ｍ3

埋設ﾃ-ﾌﾟ        
31.6 

ｍ
計

機械設備 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



共通仮設費(積上)　明細 54

仮囲い          成形鋼板支給可　H=3.0m          
249   

ｍ
ｸﾛｽｹﾞ-ﾄ         幅6.0x高1.8m                    

2   
か所

通路・道板      鉄板敷き　厚22mm                
169   

㎡
通路・道路      砕石敷　t=150mm                 

236   
㎡

交通誘導員      
480   

人
投光器          180日                           

3   
灯

近隣駐車場賃借料 8ヵ月                           
10   

台
振動騒音計      １台                            

7   
月

粉塵計          １台                            
7   

月
給水車          １台                            

6   
月

ハイウォッシャー ２基                            
6   

月
ノッチタンク    １基                            

6   
月

水中ポンプ      １台                            
6   

月
監視ｶﾒﾗ         1台                             

6   
月

粉塵濃度測定    処理作業中 処理作業室内         
1   

点

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



共通仮設費(積上)　明細 55

粉塵濃度測定    処理作業中                      
AGバブル装置排気口近傍          1   

点
粉塵濃度測定    処理作業後（隔離シート撤去前）  

処理作業室内                    1   
点

アスベスト調査  1検体につき３サンプル採取       
2   

検体
計

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考


